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第 1 章では、 Barlow と Hunter によって提案された「小修理のモデル」について、年齢取替の最適
性を示し、さらに従来良い方策とされてきた回数取替について、年齢取替とのある関係を導き、その
欠点を明らかにした。
第 2 章では、「小修理のモデル」に故障費用を導入し、このモデルに対する最適方策が (t ， T) 方策
(年齢 t を過ぎる最初の故障時点あるいは年齢T( 孟 t )での取替)になることを証明し、パラメタ (t，T) 
の最適値決定のための効率的なアルゴリズムを示した。










第 5 章では、窓口が 2 個の場合について解析し、以下の準備とした。
第 6 章では、サービス率の異なるマルコフ型待ち行列について、最適割当方式を示した。
第 7 章では、マルコフ型待ち行列の最適設計においては、各サービス率は全て正で互いに相異なる
ことを示した。また、サービス率の最適配分を到着率の関数とみて、その極限状況を明らかにした。
さらに、連常の規律(ランダム割当方式)を用いたときのサービス率の最適配分について Gumbel の予
想を証明した。
論文の審査結果の要旨
本論文は機器システムの保全と待ち行列のシステムに関する種々の問題について、その最適設計の
方策を論じたものである。
機器システムの巨大化、複雑化にともない、それの補修は重要な問題となってきている口従来の保
全理論ではほとんどの場合、補修によりシステムの機能が完全に修復されると仮定しているが、それ
は現実的ではなし」本論文では故障したシステムが修理によって完全に修復するとは限らない種々の
モデルを設定し、それらについての最適保全方策を解決している。それにより従来不明確で、あった回
数取替と年齢取替の関係も極めて明らかになった。
さらに、複数窓口の待ち行列システムについて、従来は各窓口のサービス率が同じ場合が主として
取り扱われてきたが、全体としてのサービス率を各窓口にどのように配分するのが最適で、あるかを論
じ、客の割当方式を含めて最適サービス率の決定を与えた。
以上の研究結果は、システムの保全と待ち行列システムの最適化に関する多くの新しい知見を加え
たもので数理工学の進歩に寄与するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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